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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ア
メ
リ
カ
へ

海
外
派
遣
団
、
親
睦
を
深
め
帰
国

　

淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
の
丘
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

来
園
者
の
人
気
を
集
め
て
い
る
コ

ア
ラ
。
県
と
友
好
姉
妹
提
携
を
結

ん
で
い
る
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州

か
ら
昭
和
62
年
と
63
年
に
4
頭
が

親
善
大
使
と
し
て
寄
贈
さ
れ
た
の

を
最
初
に
、
平
成
15
年
に
も
４
頭

が
寄
贈
さ
れ
、
現
在
６
頭
の
コ
ア

ラ
が
飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
初
の
寄
贈
か
ら
20
年
の
節
目

を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
市
民
か
ら

の
感
謝
の
意
を
伝
え
、
今
後
の
友

好
関
係
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た

め
、
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
を
継
承
し

て
い
る
三
原
中
学
校
と
南
淡
中
学

校
の
生
徒
ら
で
「
親
善
文
化
交
流

団
」
を
結
成
。
登

の
ぼ
り
ざ
と里

伸
一
市
議
会

議
長
を
団
長
に
、
総
勢
29
人
が
７

月
30
日
〜
８
月
４
日
の
６
日
間
、

西
豪
州
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

中
学
生
に
よ
る
淡
路
人
形
浄
瑠

　

将
来
の
南
あ
わ
じ
市
を
担
う
国

際
色
豊
か
な
人
材
育
成
を
目
的

に
、
７
月
23
日
〜
８
月
４
日
の
13

日
間
、
市
内
の
高
校
生
10
人
が
姉

妹
都
市
ア
メ
リ
カ
・
オ
ハ
イ
オ
州

セ
ラ
イ
ナ
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

派
遣
団
は
、
セ
ラ
イ
ナ
市
で
市

長
ら
か
ら
熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
た

後
、
そ
れ
ぞ
れ
が
市
内
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
先
に
長
期
宿
泊
。

　

初
め
は
、
硬
い
表
情
を
し
て
い

た
高
校
生
た
ち
で
し
た
が
、
す
ぐ

に
打
ち
解
け
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を

交
え
な

が
ら
も

楽
し
く

英
語
で

会
話
を

し
て
い

ま
し
た
。

　

日
中
は
、

セ
ラ
イ
ナ

市
の
美
し

い
自
然
の

中
で
、
乗

馬
や
水
泳

な

ど

様
々
な

活
動
を
満
喫
。
市
内
の
中
学
校

や
高
校
、
観
光
地
も
訪
れ
、
現

地
の
若
者
ら
と
親
睦
を
深
め

ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
貴
重
な
経
験
を

し
、帰
国
し
た
高
校
生
は「
も

う
一
度
セ
ラ
イ
ナ
に
行
き
た
い
」

「
留
学
し
て
み
た
い
」と
話
し
、

将
来
の
夢
や
大
き
な
目
標
も
見

つ
け
て
き
た
よ
う
で
し
た
。

　

こ
の
夏
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ア
メ
リ
カ
へ
、
市
内
の
中
学
生
と
高
校
生
が
海
外
派
遣
団
と
し
て
訪
問
し

ま
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
は
、
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
政
府
か
ら
の
「
コ
ア
ラ
寄
贈
20
周
年
」
の
節
目

を
記
念
し
て
、
感
謝
の
意
を
表
し
、
郷
土
芸
能
「
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
」
を
上
演
。
文
化
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
ア
メ
リ
カ
へ
は
、
姉
妹
都
市
の
セ
ラ
イ
ナ
市
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験
し
な
が
ら
、
多
く
の
人
た

ち
と
交
流
を
深
め
、
国
際
感
覚
や
語
学
力
を
養
い
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
文
化
交
流

ア
メ
リ
カ
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

▲地元学生と食事を楽しむ団員

つ
け
て
き
た
よ
う
で
し
た
。

▲セライナ市を訪れた派遣団の皆さん

▲ホストファミリーの出迎え▲地元学生と食事を楽しむ団員

に
打
ち
解
け
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を

▲セライナ市を訪れた派遣団の皆さん

▲豊かな自然の中で交流

璃
海
外
公
演
は
今
回
が
初
め
て

で
、
交
流
団
は
、
在
パ
ー
ス
日

本
国
総
領
事
公
邸
で
の
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
や
、
小
中
高
校
な
ど
を

訪
問
。
公
演
や
体
験
教
室
を
開

い
て
、
日
本
の
伝
統
文
化
の
素

晴
し
さ
を
伝
え
、
鳴
り
や
ま
ぬ

拍
手
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
団
員
ら
自
身
も
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
文
化
や
自
然
を
体

験
す
る
こ
と
が
で
き
、
国
際
感

覚
を
身
に
付
け
る
貴
重
な
経
験

と
な
り
ま
し
た
。

▲日本国総領事公邸で▲日本国総領事公邸で

浜辺に陣取って過ごす、夏の夜
夏の暑さは増すばかり。しかし、暑い季節だからこそできるものがある。

慶野松原と福良湾で行われた市民まつりをご紹介します。

祭りの顔

▲（左）慶野松原の花火　（右）花火を待つ人々を夕陽が照らす

大綱曳
ひ き

（福良）
　西方勝利、今年は豊漁の年。

数百年前からの伝承で、西が勝

つと「豊漁」、東が勝つと「豊作」

となります。300 ｍの大綱に

細い綱をくくりつけ、約 3,000

人が綱を引っ張りました。

▲福良湾の花火（なないろ館）　

◀力自慢が前に立ち、大綱を曳きます

▼盆おどり、福良の街中を練り歩きます

　祭りで出会った

顔。友達に恋人、

家族、いろんな

顔。多くの顔が

集まるから、祭り

は盛り上がります。
▲淡路人形の体験教室

▲淡路人形を説明する中学生


